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報

K A T A S H I N A

第54回全国高等学校スキー大会始まる
記録的な大雪のため各会場整備が心配されましたが、大会関係者

による連日、連夜の作業によって、無事大会が始まりました。詳細
は次号でお知らせします。（2/5 地元萩原和樹選手の力強い宣誓）
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一
月
九
日
（
日
曜
）、
第
五
十
七

回
片
品
村
成
人
式
が
、
成
人
者
、
来

賓
、
家
族
の
方
々
の
出
席
に
よ
り
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
村
長
式
辞
、

誓
い
の
こ
と
ば
、
来
賓
祝
辞
、
記
念

品
贈
呈
、
答
辞
と
ス
ム
ー
ズ
に
進
行

し
、
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
で
、
新
成

人
を
祝
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

誓
い
の
こ
と
ば
で
は

ニ
ュ
ー
ス�

ニ
ュ
ー
ス�

「
社
会
の
一
員
と
し
て
の

責
任
、
ま
た
、
周
り
か
ら
も

一
人
の
社
会
人
と
し
て
見
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
、
社
会
人
と
し
て
の
責

任
を
果
た
す
と
と
も
に
、
確

か
な
目
標
を
持
ち
そ
の
達
成

の
た
め
に
努
力
し
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
、
い
ず
れ
は
社

会
の
先
頭
に
立
て
る
よ
う
な

人
間
に
な
れ
る
よ
う
、
責
任

と
自
覚
を
も
っ
て
生
き
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。」（
男

子
代
表
　
笠
原
龍
哉
さ
ん
）

「
四
季
を
肌
で
感
じ
る
こ
と

が
で
き
、
人
々
の
つ
な
が
り

が
深
い
、
こ
こ
片
品
村
に
育

っ
た
こ
と
を
改
め
て
誇
り
に

感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
幾
多

の
試
練
が
私
た
ち
を
持
ち
構
え
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
乗
り
切

る
た
め
に
、
切
磋
琢
磨
し
立
ち
向
か

っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
こ
の
先
、

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
責
任
と

自
覚
を
し
っ
か
り
も
ち
、
自
分
ら
し

く
生
き
て
い
く
こ
と
を
申
し
上
げ
ま

す
。」（
女
子
代
表
　
星
野
香
さ
ん
）

と
力
強
く
述
べ
て
く
れ
ま
し
た
。

答
辞
で
は
、
梅
澤
吉
成
さ
ん
が
、

マ
イ
ク
を
通
さ
ず
会
場
全
体
に
通
る

声
で
堂
々
と
「
こ
の
世
に
生
を
受
て

か
ら
二
十
年
、
私
た
ち
は
多
く
の
こ

と
を
経
験
し
、
様
々
な
こ
と
を
学
ん

で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
無
事
成

人
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の

も
、
い
つ
も
温
か
い
心
で
見
守
り
続

け
て
く
れ
た
家
族
を
は
じ
め
、
多
く

の
方
々
の
お
陰
で
す
。
私
た
ち
に
は

分
か
ら
な
い
苦
労
が
あ
た
っ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
ど
ん
な
時

で
も
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
ん
な

に
成
長
し
た
私
た
ち
の
姿
を
見
て
く

だ
さ
い
。
言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い

く
ら
い
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
私
た
ち
は
、
成
人
と
し
て
の

第
一
歩
を
今
、
踏
み
出
そ
う
と
し
て

い
ま
す
。
今
後
厳
し
い
現
実
に
幾
度

と
な
く
直
面
し
、
立
ち
向
か
う
こ
と

に
な
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
こ
れ

か
ら
は
自
分
に
甘
え
る
こ
と
な
く
、

周
囲
の
方
々
に
は
感
謝
す
る
心
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
信
じ
る
道

に
向
か
っ
て
果
敢
に
挑
戦
し
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
述

べ
て
く
れ
ま
し
た
。

成
人
者
の
り
っ
ぱ
な
態
度
に
、
多

く
の
人
が
感
動
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

須賀川
須賀川
須賀川
須賀川
御座入
菅　沼
下　平
下　平
摺　渕
摺　渕
摺　渕
幡　谷
幡　谷
幡　谷
幡　谷
花　咲
花　咲
花　咲
花　咲
花　咲
花　咲
花　咲
花　咲
花　咲
花　咲
花　咲

齊　藤　正　和
星　野　　　応
星　野　千　紘
星　野　雄　太
星　野　良　介
星　野　小百合
星　野　亜沙美
堀　澤　幸　夫
井　上　か　な
千　明　　　裕
星　野　　　萌
井　上　将　志
桑　原　多　恵
千　明　伸　也
三　浦　　　潤
石　田　和　利
稲　葉　　　聖
鹿　野　優　太
戸　丸　静　紗
藤　井　康　朗
星　野　　　香
星　野　拓　生
星　野　卓　也
星　野　紘　弥
星　野　雄　一
横　坂　清　美

№ 大 字 氏　　　名
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52

東小川
東小川
東小川
東小川
東小川
東小川
東小川
東小川
東小川
東小川
東小川
東小川
越　本
越　本
越　本
越　本
越　本
越　本
越　本
越　本
越　本
越　本
土　出
土　出
土　出
土　出

狩　野　憲　治
小　林　明　菜
関　根　達　哉
田　崎　祐太郎
千　明　五　月
千　明　俊　介
星　　　久美子
星　野　　　桂
星　野　真紀子
星　野　真　美
山　崎　雄　一
横　山　允　信
入　澤　　　愛
入　澤　香　奈
入　澤　美　季
入　澤　友　希
笠　原　龍　哉
笠　原　　　強
笠　原　希　美
籾　山　恵　理
吉　野　剛　幸
吉　野　真由美
梅　澤　綾　子
梅　澤　　　要
梅　澤　吉　成
萩　原　亜紀子

№ 大 字 氏　　　名
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79

土　出
土　出
土　出
土　出
土　出
土　出
土　出
土　出
土　出
土　出
土　出
戸　倉
戸　倉
戸　倉
戸　倉
戸　倉
戸　倉
鎌　田
鎌　田
鎌　田
鎌　田
鎌　田
鎌　田
鎌　田
鎌　田
鎌　田
鎌　田

萩　原　通　友
星　野　敦　貴
星　野　和　樹
星　野　和　也
星　野　公　佑
星　野　多佳子
星　野　　　円
星　野　道　明
星　野　美　子
吉　野　俊　秀
吉　野　祐　樹
萩　原　一　平
萩　原　　　梢
萩　原　裕　基
萩　原　裕　也
萩　原　由　紀
萩　原　義　行
入　澤　いずみ
梅　澤　朋　典
田　邊　直　人
千　明　聡　記
中　畑　佳　代
萩　原　龍　一
星　野　妃　里
松　田　教　史
山　崎　杏　奈
吉　野　智　彰

№ 大 字 氏　　　名

（敬称略）

第
五
十
七
回
片
品
村
成
人
式

笠原龍哉さん

星野　香さん

梅澤吉成さん
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現
在
の
総
合
計
画
の
期
間
が
平
成

十
七
年
度
を
も
っ
て
終
了
す
る
た
め
、

新
し
い
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

片
品
村
で
は
、
平
成
八
年
度
に「
第

二
次
片
品
村
総
合
計
画
」
を
策
定
し
、

「
遙
か
な
る
花
の
谷
　
微
笑
み
の
住

む
郷
に
」
を
将
来
像
と
し
て
、「
花

の
谷
づ
く
り
」「
四
季
の
職
場
づ
く

り
」「
微
笑
み
づ
く
り
」
の
三
つ
の

戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
に
む
ら

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
人
口
の
減
少
や

高
齢
化
の
進
行
、
長
引
く
不
況
と
農

産
物
の
価
格
低
迷
、
ス
キ
ー
場
な
ど

の
観
光
客
の
減
少
な
ど
、
村
を
取
り

巻
く
経
済
環
境
の
悪
化
が
続
く
と
と

も
に
、
国
・
県
の
財
政
悪
化
に
伴
う

地
方
交
付
税
や
補
助
金
の
削
減
に
よ

る
財
政
悪
化
と
い
う
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ

に
よ
り
村
行
政
の
運
営
は
大
き
な
転

換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

計
画
期
間
十
年
の
こ
の
総
合
計
画

は
、
従
来
の
建
設
事
業
や
工
事
関
係

の
い
わ
ゆ
る
ハ
ー
ド
事
業
が
メ
イ
ン

の
計
画
か
ら
、
人
材
育
成
や
施
設
の

有
効
利
用
な
ど
ソ
フ
ト
事
業
に
視
点

を
置
い
た
計
画
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

第
三
次
片
品
村
総
合
計
画
策
定
に

あ
た
っ
て
は
、
住
民
と
行
政
と
の
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
む
ら
づ
く

り
の
推
進
を
基
本
と
し
、
広
く
村
民

の
意
見
を
集
約
す
る
た
め
、
計
画
策

定
の
当
初
か
ら
多
く
の
村
民
の
皆
さ

ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

保
健
・
福
祉
、
教
育
・
文
化
、
生

活
環
境
、
産
業
、
行
財
政
・
住
民
参

画
等
の
専
門
部
会
を
設
置
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
ご
と
に
十
年
後
の
片
品

村
の
あ
る
べ
き
姿
を
検
討
す
る
計
画

総
合
計
画
の
策
定
に

参
加
す
る
方
を
募
集

し
ま
す

で
す
。

総
合
計
画
の
策
定
に
興
味
の
あ
る

方
は
二
月
末
日
ま
で
に
む
ら
づ
く
り

観
光
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。自

立
に
向
け
て
の
第
三
次
片
品
村

総
合
計
画
（
平
成
十
八
年
度
〜
二
十

七
年
度
）
策
定
に
あ
た
り
、
村
民
の

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
、
調

査
結
果
を
計
画
策
定
に
生
か
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
回
お

願
い
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
対
象

者
は
、
片
品
村
に
お
住
ま
い
の
一

二
〇
〇
人
（
十
八
才
以
上
の
村
民
）

を
無
作
為
に
選
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
調
査
の
目
的
・
主
旨
を
ご
理

解
の
う
え
、
率
直
な
ご
意
見
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
き

ま
し
て
は
、
す
べ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
に
よ
り
統
計
的
に
処
理
し
、
他
の

目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
ご
回
答
い
た
だ
く
方
に
ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

二
月
の
中
旬
以
降
、
組
長
さ
ん
に

配
布
・
回
収
を
お
願
い
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
恐

縮
で
す
が
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

総
合
計
画
に
関
す
る
お
問
い
合
せ

は
む
ら
づ
く
り
観
光
課
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。

「
み
ん
な
の
声
で

む
ら
づ
く
り
！
」

第
三
次
片
品
村
総
合
計
画
策
定

の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ニ
ュ
ー
ス�

ニ
ュ
ー
ス�

「
白
銀
の
尾
瀬
の
大
地
に
君
が
翔

ぶ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
第
54
回
全

国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会
が
開
幕
し

ま
し
た
。

２
月
５
日
午
後
２
時
か
ら
、
文
化

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
会
式
が
行
わ

れ
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
片
中
全
校
生

徒
に
よ
る
合
唱
で
迎
え
ま
し
た
。

「
今
日
か
ら
明
日
へ
」「
か
た
し

な
」
２
曲
を
誇
り
高
く
歌
い
上
げ
た

片
中
生
は
、
ま
た
ま
た
昨
年
の
県
幹

部
会
議
に
続
い
て
聴
衆
を
魅
了
し
ま

し
た
。

開
会
式
で
の
司
会
進
行
、
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
、
会
場
、
駐
車
場
の
整
理
と

地
元
高
校
生
が
支
え
る
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
開
会
式
で
し
た
。

６
日
か
ら
各
会
場
に
て
競
技
が
行

わ
れ
た
中
で
も
、
地
元
高
校
生
が
運

営
の
底
で
支
え
ま
し
た
。

尾
瀬
の
麓
で
、
さ
わ
や
か
な
汗
を

流
し
た
選
手
、
運
営
を
支
え
た
高
校

生
。
明
日
の
明
る
い
未
来
を
つ
く
り
、

翔
ん
で
欲
し
い
と
願
い
、
さ
わ
や
か

な
感
動
を
覚
え
た
開
会
式
で
し
た
。

’

感
動
的
な
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
開
会
式



一
月
二
十
九
日
（
土
）、
標
記
大

会
・
予
選
会
が
ホ
ワ
イ
ト
ワ
ー
ル
ド

尾
瀬
岩
鞍
の
水
芭
蕉
コ
ー
ス
で
行
わ

れ
、
村
内
各
地
よ
り
参
加
し
た
１
２

８
名
の
選
手
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

両
競
技
会
場
の
関
係
役
員
の
皆
様

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
大
会

☆
大
回
転
女
子

優
　
勝

萩
原
　
令
名
（
片
小
）

準
優
勝

星
野
　
　
梓
（
南
小
）

第
三
位

星
野
　
李
奈
（
片
小
）

☆
大
回
転
男
子

優
　
勝

今
泉
　
拓
也
（
南
小
）

準
優
勝

片
山
　
一
希
（
片
小
）

第
三
位

戸
丸
　
優
太
（
南
小
）

☆
距
離
女
子

優
　
勝

小
須
田
菜
緒
（
片
小
）

準
優
勝

山
�
　
未
彩
（
片
小
）

第
三
位

宮
崎
こ
の
み
（
南
小
）

☆
距
離
男
子

優
　
勝

星
野
　
達
彦
（
片
小
）

準
優
勝

星
野
　
洋
人
（
南
小
）

第
三
位

星
野
　
　
潤
（
片
小
）

☆
距
離
リ
レ
ー
女
子

優
　
勝

片
小
Ａ
チ
ー
ム

準
優
勝

北
地
区
チ
ー
ム

第
三
位

片
小
Ｂ
チ
ー
ム

☆
距
離
リ
レ
ー
男
子

優
　
勝

武
尊
根
チ
ー
ム

準
優
勝

片
小
チ
ー
ム

第
三
位

花
咲
チ
ー
ム

小
学
生
総
体
予
選
会

☆
大
回
転
女
子
四
年
生

優
　
勝

今
泉
　
友
里
（
南
小
）

準
優
勝

戸
丸
　
有
紗
（
南
小
）

第
三
位

三
浦
　
　
慧
（
武
尊
根
）

☆
大
回
転
女
子
五
年
生

優
　
勝

星
野
　
李
奈
（
片
小
）

準
優
勝

笠
原
　
聡
美
（
片
小
）

第
三
位

星
野
　
愛
生
（
片
小
）

☆
大
回
転
女
子
六
年
生

優
　
勝

萩
原
　
令
名
（
片
小
）

準
優
勝

星
野
　
　
梓
（
南
小
）

第
三
位

今
泉
　
加
奈
（
南
小
）

☆
大
回
転
男
子
四
年
生

優
　
勝

片
山
　
一
希
（
片
小
）

準
優
勝

金
子
　
友
也
（
片
小
）

第
三
位

大
竹
　
素
直
（
片
小
）

☆
大
回
転
男
子
五
年
生

優
　
勝

星
野
　
凱
成
（
片
小
）

準
優
勝

横
坂
　
隆
弥
（
片
小
）

第
三
位

桑
原
　
雄
二
（
片
小
）

☆
大
回
転
男
子
六
年
生

優
　
勝

今
泉
　
拓
也
（
南
小
）

準
優
勝

戸
丸
　
優
太
（
南
小
）

第
三
位

笠
原
　
圭
太
（
片
小
）

☆
距
離
女
子
四
年
生

優
　
勝

入
澤
　
美
有
（
片
小
）

準
優
勝

小
須
田
　
梓
（
片
小
）

第
三
位

星
野
　
悠
希
（
片
小
）

☆
距
離
女
子
五
年
生

優
　
勝

山
�
　
　
薫
（
片
小
）

準
優
勝

桑
原
み
ず
き
（
武
尊
根
）

第
三
位

大
竹
　
千
尋
（
片
小
）

☆
距
離
女
子
六
年
生

優
　
勝

小
須
田
菜
緒
（
片
小
）

準
優
勝

山
�
　
未
彩
（
片
小
）

第
三
位

宮
崎
こ
の
み
（
南
小
）

☆
距
離
男
子
四
年
生

優
　
勝

横
坂
　
亮
太
（
片
小
）

準
優
勝

星
野
　
巨
人
（
片
小
）

第
三
位

萩
原
　
　
優
（
北
小
）

☆
距
離
男
子
五
年
生

優
　
勝

飯
塚
　
　
将
（
武
尊
根
）

準
優
勝

西
塔
　
　
廉
（
片
小
）

第
三
位

千
明
大
士
郎
（
武
尊
根
）

☆
距
離
男
子
六
年
生

優
　
勝

星
野
　
達
彦
（
片
小
）

準
優
勝

星
野
　
洋
人
（
南
小
）

第
三
位

星
野
　
　
潤
（
片
小
）
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第
三
十
二
回
片
品
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ス
キ
ー
大
会
兼
小
学
生
総
体
予
選
会

ニ
ュ
ー
ス�

ニ
ュ
ー
ス�

一
月
二
十
二
日
（
土
）、
文
化
セ

ン
タ
ー
駐
車
場
で
、
北
極
の
か
ま
く

ら
イ
グ
ル
ー
づ
く
り
を
実
施
し
ま
し

た
。講

師
の
指
導
の
も
と
に
、
小
学
生
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
の
高
校
生
、
大

人
が
協
力
し
て
、
一
つ
の
イ
グ
ル
ー

を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
五
・
六
人
が

入
れ
る
イ
グ
ル
ー
に
交
代
で
入
っ
た

り
、
雪
を
遊
び
を
し
た
り
し
て
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

昼
食
は
、
野
外
で
簡
単
に
で
き
る

「
チ
リ
ビ
ー
ン
ズ
」
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
で
つ
く
り
ま
し
た
。
チ
リ

ビ
ー
ン
ズ
を
つ
け
て
食
べ
る
フ
ラ
ン

ス
パ
ン
に
、
参
加
者
は
喜
ん
で
い
ま

し
た
。

つ
く
っ
た
イ
グ
ル
ー
は
、
交
歓
会

で
片
品
を
訪
れ
た
銚
子
明
神
小
の
人

に
も
見
て
も
ら
い
ま
し
た
。

子
ど
も
ク
ラ
ブ
Ｔ
・
Ｋ

「
第
七
回
」

イ
グ
ル
ー
づ
く
り

第
三
十
五
回
利
根
郡
子
ど
も
会

上
毛
か
る
た
大
会

一
月
三
十
日
（
日
）
利
根
郡
子
ど

も
会
上
毛
か
る
た
大
会
が
昭
和
村
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
、
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す

小
学
生
低
学
年
個
人

第
三
位

戸
丸
　
有
紗
（
花
咲
）

小
学
生
低
学
年
団
体

準
優
勝

花
咲
チ
ー
ム

戸
丸
　
里
美

鹿
野
　
真
梨

戸
丸
　
　
葵

当
日
大
会
運
営
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
地
区
役
員
、
本
部
役
員
の
皆

様
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
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ニ
ュ
ー
ス�

ニ
ュ
ー
ス�

再
会
し
た
子
供
た
ち
は
、
数
年
来
の

親
友
の
よ
う
に
旧
交
を
温
め
て
い
ま

し
た
。

交
歓
会
初
日
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー

で
の
受
入
れ
式
。
そ
の
後
、
尾
瀬
太

鼓
愛
好
会
に
よ
る
歓
迎
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
が
あ
り
、
各
学
校
に
分
か
れ

餅
つ
き
体
験
や
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
の

試
乗
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
た
歓
迎
行

事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
村
内
四
つ
の
ス
キ
ー

場
に
分
か
れ
、
ス
キ
ー
教
室
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
初
め
て
は
く
ス
キ
ー
に

戸
惑
い
な
が
ら
も
時
間
の
経
過
と
共

に
見
る
見
る
腕
を
上
げ
、
終
わ
る
頃

に
は
「
も
う
一
日
あ
る
と
い
い
な
。」

と
の
声
ま
で
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

明
神
小
学
校
の
先
生
か
ら
「
片
品

の
皆
さ
ん
が
夏
の
時
の
百
倍
も
か
っ

こ
よ
く
見
え
ま
し
た
。」
と
お
褒
め

の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ

銚
子
市
立
明
神
小
学
校
と
村
内
四

校
と
の
冬
季
交
歓
会
が
、
一
月
二
十

五
日
か
ら
二
十
七
日
に
か
け
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
明
神
小
児
童
六
十
八
名

と
関
係
者
三
十
二
名
、
総
勢
百
名
が
、

片
品
村
を
訪
れ
ま
し
た
。

夏
の
交
歓
会
以
来
、
半
年
ぶ
り
に

冬
季
交
歓
会

一
月
六
日
（
木
）
片
品
村
文
化
ン

タ
ー
に
お
い
て
消
防
団
出
初
式
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
は
国
内
外
に
お
い
て
災
害
の

多
い
年
に
な
り
ま
し
た
。
村
内
で
は

火
災
が
二
件
発
生
し
ま
し
た
が
、
消

防
団
員
の
活
躍
に
よ
り
被
害
を
最
小

限
に
く
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 消

防
団
出
初
式
を
挙
行

片
品
村
商
工
会
青
年
部
鎌
田
地
区

で
は
、
片
品
村
文
化
セ
ン
タ
ー
敷
地

内
に
雪
像
を
造
り
、
冬
の
交
歓
会
で

片
品
村
に
来
ら
れ
る
明
神
小
学
校
の

方
々
を
出
迎
え
ま
し
た
。

明
神
小
学
校
の
方
々
に
、
少
し
で

も
雪
に
馴
染
み
楽
し
ん
で
も
ら
お
う

と
始
め
た
こ
の
雪
像
造
り
も
、
本
年

で
６
回
目
と
な
り
ま
す
。
毎
年
役
場

職
員
の
方
の
協
力
で
、
除
雪
作
業
の

傍
ら
雪
像
造
り
用
に
雪
を
山
の
よ
う

に
集
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
す

が
、
今
年
は
直
前
の
大
雪
で
例
年
に

な
い
予
想
以
上
に
大
き
な
雪
山
を
目

の
当
た
り
に
、
集
ま
っ
た
部
員
た
ち

も
思
わ
ず
苦
笑
い
を
す
る
一
幕
も
あ

り
ま
し
た
。
で
す
が
交
歓
会
で
訪

れ
る
子
供
た
ち
の
喜
ぶ
様
子
を
思
い

文
化
セ
ン
タ
ー
前
で

鯨
が
お
出
迎
え

描
き
な
が
ら
部
員
一
同
懸
命
に
そ
の

巨
大
な
雪
山
と
格
闘
し
、
無
事
完
成

さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

子
供
達
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い

思
い
出
と
な
る
交
歓
会
に
、
来
年
以

降
も
引
き
続
き
、
雪
像
を
造
り
出
迎

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
今
後
と
も
商
工
会
青
年
部

活
動
に
ご
指
導
、
ご
協
力
を
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

も
そ
の
は
ず
で
す
。
初
め
て
ス
キ
ー

を
は
く
友
だ
ち
に
手
を
貸
し
た
り
、

転
ん
で
し
ま
っ
た
友
だ
ち
を
た
く
ま

し
く
起
こ
し
た
り
、
時
に
は
、
か
っ

こ
い
い
滑
り
を
披
露
し
た
の
で
す
か

ら
・
・
・
・
。

三
日
目
の
朝
は
、
お
別
れ
式
で
す
。

片
品
の
保
護
者
の
方
や
関
係
者
の
方

が
作
っ
た
ア
ー
チ
を
く
ぐ
る
時
に
は

涙
ぐ
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
見
送

り
に
来
た
お
う
ち
の
方
と
の
別
れ
も

名
残
り
惜
し
く
、
い
つ
ま
で
も
記
念

写
真
を
撮
り
合
っ
た
り
お
し
ゃ
べ
り

を
し
た
り
と
、
時
の
経
つ
の
を
忘
れ

て
い
ま
し
た
。

人
間
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る

中
で
こ
の
よ
う
な
体
験
を
し
た
こ
と

は
こ
れ
か
ら
の
大
き
な
財
産
と
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

事
故
も
な
く
、
貴
重
な
体
験
が
で

き
た
の
も
関
係
者
の
皆
様
方
の
お
陰

と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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I'm very excited, because I recently became an
aunt!
私は今とても興奮しています。つい最近叔母になりま
した。

My sister and her husband had their first child on January 30,
2005. 
私の姉夫婦にはじめての子どもが生まれたのです。誕生日は１月30日で
す。
Now I have a beautiful nephew named Zachary Rawlings.
その、かわいい甥の名前はザカリーローリングズです。
I heard that in Japan, parents must register their children's
names with the village office or city hall.
日本では子どもの名前を役場に登録しなければならないそうですね。
If they have chosen a strange or inappropriate name, they must
change it.
そしてもし、おかしなあるいは不適当な名前を選んだ場合は変更させら
れるとか。
In America, parents may call their children anything they like. 
アメリカでは、どんな名前でも好きなようにつけられます。
So, sometimes we hear about babies whose parents gave them
very unusual names! 
それで、とても変わった名前をつけられた赤ちゃんの事を時々耳にします。
Some of the strangest I have heard are Cash, Moon Unit, and
Pilot Inspektor. 
キャッシュ（現金）ムーン・ユーニット（月の装置）パイロット・イン
スペクター（パイロット検査官・※つづりも違うc→k）などです。
I'm very glad my sister didn't choose such a strange name for
her son!
姉がそんなへんてこな名前を息子につけることがなくてとてもうれしい
です。

Baby Names 命名☆生涯学習講座関係
・「古文書を読む会」

☆婦人会関係
・老人ホーム訪問

☆スポ少関係
・県スポ少スキー大会

☆子育連
・本部役員、各区会長会議

☆社会体育関係
・区対抗スキー大会兼片品スキー選
手権

☆学校関係
・小学校卒業証書授与式
・修了式
・学年末休業日

◇片小
・６年生を送る会、授業参観、学年
保護者会

◇北小
・学校１日公開日、６年生を送る会、
ＰＴＡ総会

・ＰＴＡ引継会
◇南小
・６年生を送る会
・新入学児童移行学級・子育て講座

・ＰＴＡ広報委員会
・ＰＴＡ役員会議

◇武尊根小
・６年生を送る会、ＰＴＡ総会、
スポ少総会

・桜花苑交流会
◇片中
・１・２年期末テスト
・公立高校後期試験
・卒業証書授与式

下旬

３日

５・６日

中旬

中旬

24日
25日

27日～

３日

中旬
８日

２日

４日
10日
11日

４日
９日

２・３日
８・９日
11日

３月

生涯学習予定表�生涯学習予定表�

※予定が変更される場もありますの
で、予め御了承ください。
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広
報
文
芸
片
品
村
俳
句
作
家
協
会

平
成
十
七
年
一
月
俳
句
会

須
賀
川
　
　
大
竹
　
久
代

書
初
め
の
「
笑
顔
」
の
二
字
や
老
の
春

結
納
の
済
み
て
安
堵
の
初
電
話

鎌
田
　
　
　
星
野
　
芳
江

筆
書
き
の
か
す
れ
親
し
き
年
賀
状

銀
嶺
を
照
ら
す
満
月
天
高
し

鎌
田
　
　
　
中
村
　
導
子

草
の
香
の
ほ
ん
の
り
口
に
七
日
粥

左
義
長
の
火
花
地
で
は
ね
天
で
は
ね

須
賀
川
　
　
木
村
　
佳
江

さ
ら
さ
ら
と
雪
の
音
を
聴
く
傘
の
中

年
毎
に
母
と
似
な
り
ぬ
初
鏡

鎌
田
　
　
　
福
田
二
三
四

高
速
の
車
窓
に
映
ゆ
る
雪
の
富
士

冷
た
い
と
泣
き
来
る
孫
の
雪
遊
び

東
小
川
　
　
千
明
ヒ
ロ
子

野
兎
の
跡
点
々
と
雪
野
か
な

冷
え
び
え
と
主
な
き
部
屋
や
冬
障
子

越
本
　
　
　
笠
原
　
芳
堂

鴨
鍋
を
孫
と
取
り
会
う
初
茜

応
援
の
え
り
巻
高
く
振
り
上
げ
て

鎌
田
　
　
　
渡
辺
　
和
昭

雪
乞
ひ
の
邑
に
灯
の
入
る
ク
リ
ス
マ
ス

冬
虹
を
懸
け
て
大
戸
の
関
所
址

栃
久
保
　
　
戸
丸
　
好
夫

妻
し
の
ぶ
香
ゆ
れ
に
け
り
み
そ
か
そ
ば

外
さ
れ
ぬ
風
鈴
の
音
や
乱
れ
打
ち

鎌
田
　
　
　
吉
野
　
道
子

恙
な
き
日
々
を
願
い
て
初
詣

初
神
輿
雪
の
山
々
ひ
び
き
け
り

鎌
田
　
　
　
寺
岡
　
貞
子

初
日
の
出
南
天
の
雪
ほ
ぐ
れ
落
つ

息
子
等
の
達
者
で
暮
せ
と
年
賀
状

鎌
田
　
　
　
星
野
　
光
子

初
詣
屋
敷
稲
荷
で
始
ま
り
ぬ

初
明
り
ダ
ル
マ
に
一
つ
目
を
入
れ
て

鎌
田
　
　
　
横
坂
　
末
吉

初
尾
長
木
槿
に
憩
ふ
雄
と
め
す

戦
友
よ
り
の
か
き
餅
届
く
師
走
か
な

鎌
田
　
　
　
星
野
ト
ミ
エ

雪
晴
れ
や
帰
路
に
夕
日
が
染
ま
り
け
り

琴
弾
く
手
冷
え
し
今
宵
の
春
の
月

築
地
　
　
　
千
明
お
さ
む

病
い
と
は
融
通
き
か
ぬ
去
年
今
年

病
院
で
年
の
始
め
を
迎
え
け
り

鎌
田
　
　
　
星
野
　
歌
子

戸
の
隙
間
風
の
追
ひ
来
る
雪
し
ぐ
れ

木
枯
に
吹
か
れ
て
頬
を
赤
く
染
め

花
咲
　
　
　
　
星
野
　
百
姓

病
院
の
待
合
室
に
着
ぶ
く
れ
て

正
月
の
に
ぎ
わ
い
孫
が
つ
れ
て
く
る

摺
渕
　
　
　
千
明
　
新
芽

喪
の
家
も
初
日
や
さ
し
く
包
み
け
り

暖
冬
や
か
す
か
に
動
く
福
寿
草
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先
日
行
わ
れ
た
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
・
小
学
生
総
体
村
予
選
会
会
場
に

雪
焼
け
し
た
千
明
俊
和
さ
ん
の
姿
が

あ
っ
た
。

ス
キ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
合

間
を
使
っ
て
、
南
小
学
校
ア
ル
ペ
ン

ス
キ
ー
の
指
導
を
始
め
て
十
二
年
に

な
る
。
そ
れ
以
前
は
、
基
礎
ス
キ
ー

の
全
日
本
選
手
権
に
十
三
年
連
続
出

場
す
る
な
ど
、
群
馬
の
千
明
と
し
て

活
躍
し
た
時
代
が
あ
っ
た
。
俊
和
さ

ん
は
、
父
長
治
さ
ん
の
影
響
で
三
歳

か
ら
ス
キ
ー
を
始
め
る
。
冬
は
ス
キ

ー
場
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
と
し
て
２
シ

ー
ズ
ン
働
き
、
多
方
面
か
ら
の
進
め

で
、
片
品
ス
キ
ー
学
校
の
講
師
と
な

る
。
二
十
歳
か
ら
基
礎
ス
キ
ー
の
全

日
本
選
手
権
県
予
選
に
出
場
し
、
初

出
場
は
六
位
と
な
り
、
全
日
本
選
手

権
大
会
に
出
場
し
た
。
当
時
は
県
予

選
会
の
次
が
全
日
本
大
会
で
、
参
加

し
た
群
馬
県
選
手
の
中
で
は
一
番
の

成
績
だ
っ
た
と
い
う
。
初
出
場
の
全

日
本
が
終
わ
っ
て
か
ら
の
第
一
回
関

東
技
術
選
手
権
大
会
で
は
優
勝
。

十
三
年
間
基
礎
ス
キ
ー
選
手
権
・

技
術
選
手
権
に
出
場
し
、
県
大
会
優

勝
六
回
。
全
盛
期
は
、
大
学
ス
キ
ー

部
で
活
躍
し
て
き
た
全
国
の
猛
者
達

を
相
手
に
種
目
別
で
三
位
（
総
合
滑

走
）
・
六
位
（
大
回
転
）
・
八
位

（
急
斜
面
ウ
ェ
ー
デ
ル
ン
）
と
な
る

な
ど
、
確
か
な
技
術
と
抜
群
の
ス
ピ

ー
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
評
価
が
高
か

っ
た
。
指
導
者
に
も
恵
ま
れ
、
全
日

本
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
タ
ー
選
考
会
で

優
勝
経
験
者
の
斉
藤
城
樹
、
藤
本
進

両
氏
の
指
導
を
受
け
た
こ
と
は
今
で

も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

技
術
選
手
権
を
引
退
後
は
指
導
の

傍
ら
、
片
品
ス
キ
ー
選
手
権
に
出
場

し
て
い
る
。
昨
年
を
含
め
て
こ
こ
五

年
間
で
個
人
総
合
優
勝
四
回
と
四
十

四
歳
の
肉
体
は
衰
え
を
見
せ
な
い
。

「
ア
ル
ペ
ン
も
基
礎
ス
キ
ー
の
延

長
上
に
あ
る
の
で
、
し
っ
か
り
と
基

礎
を
身
に
つ
け
な
が
ら
レ
ー
ス
に
取

り
組
め
ば
成
績
も
勿
論
、
ス
キ
ー
の

魅
力
も
再
確
認
で
き
る
」
と
話
し
て

く
れ
た
。

ス
キ
ー
関
係
者
の
間
か
ら
、「
来

年
の
地
元
国
体
で
滑
る
姿
を
見
た

い
」
と
の
声
が
多
く
、
本
人
に
出
場

の
可
能
性
を
問
う
と
、「
調
整
を
し

て
行
き
、
体
調
が
良
け
れ
ば
出
て
み

た
い
」
と
答
え
た
。

※
後
記
‥
来
年
の
国
体
が
楽
し
み
に

な
っ
て
き
た
。
ス
キ
ー
に
自
身
の
あ

る
方
、
俊
和
さ
ん
と
地
元
国
体
を
盛

り
あ
げ
て
み
ま
せ
ん
か
！

千
　
明
　
俊
　
和
さ
ん

針
山
（
ス
キ
ー
指
導
員
）

今
月
の
匠

昨
年
十
二
月
二
十
三
日
に
、
花
の

駅
片
品
「
花
咲
く
の
湯
」
イ
ベ
ン
ト

ホ
ー
ル
に
て
、
記
録
映
画
「
タ
イ
マ

グ
ラ
ば
あ
ち
ゃ
ん
」、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
澄
川
嘉
彦
監
督
、
上
映

時
間
一
時
間
五
十
分
が
、
自
主
上
映

さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
形
で
の
上
映
は
、
片
品

で
は
初
め
て
だ
と
思
い
ま
す
が
、
参

加
者
は
ホ
ー
ル
に
満
員
で
し
た
。
中

に
は
川
場
村
や
利
根
村
な
ど
他
村
の

人
も
居
た
よ
う
で
す
。

良
く
都
会
か
ら
片
品
を
訪
れ
る
人

が
、
片
品
は
レ
ジ
ャ
ー
施
設
が
何
も

な
い
村
だ
け
ど
、
水
が
綺
麗
で
、
空

気
が
澄
ん
で
い
る
素
晴
ら
し
い
宝
を

持
っ
て
い
ま
す
ね
。
と
よ
く
言
い
ま

す
が
、
こ
う
し
た
映
画
の
自
主
上
映

と
か
、
時
折
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
花

の
駅
で
は
企
画
を

し
て
実
行
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ

の
施
設
が
、
片
品

の
一
つ
の
総
合
レ

ジ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

的
役
割
を
期
待
さ

れ
て
き
て
い
る

が
、
今
回
の
上
映

成
功
は
一
つ
の
試

金
石
と
し
て
も
、
本
当
に
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

映
画
は
十
五
年
の
歳
月
を
か
け
て

山
の
中
で
し
っ
か
り
と
生
き
て
き
た

一
人
の
お
ば
あ
さ
ん
の
生
き
方
を
描

い
て
い
る
。
半
世
紀
前
の
片
品
の
風

景
を
見
る
よ
う
で
、
心
を
打
た
れ
、

又
、
生
き
る
喜
び
と
、
勇
気
を
私
達

に
与
え
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。

上
映
が
終
わ
っ
た
後
、
澄
川
さ
ん

の
講
演
、
映
画
作
り
の
ご
苦
労
話
し

や
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
直
接
お
話
を

聞
い
た
後
、
会
が
終
わ
っ
て
か
ら
も
、

二
十
人
く
ら
い
の
参
加
者
が
、
澄
川

さ
ん
と
輪
に
な
っ
て
座
り
、
一
問
一

答
的
な
お
話
を
し
ま
し
た
。
貴
重
な

一
時
で
し
た
。

（
広
報
リ
ポ
ー
タ
ー
　
千
明
政
夫
）

⑪

「「
タタ
イイ
ママ
ググ
ララ
ばば
ああ
ちち
ゃゃ
んん
」」講演をする澄川嘉彦監督

全日本デモンストレーター選考会当時の滑り
（1988年）

フリースキーで飛ばす俊和さん
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片
品
村
で
は
、
平
成
十
七
年
度
に

文
部
科
学
省
認
可
の
短
期
大
学
以
上

に
入
学
す
る
者
及
び
在
学
者
で
、
経

済
的
な
理
由
に
よ
り
学
費
の
支
出
が

困
難
な
方
を
対
象
に
奨
学
生
を
募
集

し
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
村
が
無
利
子
で
貸

与
す
る
も
の
で
す
が
、
家
族
の
収
入
、

本
人
の
学
業
生
成
績
等
が
審
査
の
対

象
に
な
り
ま
す
。
詳
細
は
教
育
委
員

会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

記

月
　
額

四
一
、
四
〇
〇
円
以
内
　
　

（
平
成
十
七
年
度
予
定
）

申
込
先

教
育
委
員
会
事
務
局

締
切
り

三
月
末
日

審
査
結
果

五
月
下
旬
予
定

応
募
資
格

東
京
及
び
そ
の
近
郊
の

大
学
叉
は
短
大
に
入
学
す
る
男
子

奨
学
生
募
集
の

お
知
ら
せ

上
毛
学
舎
入
寮
者
募
集

（
一
家
庭
に
一
人
ま
で
）

募
集
期
間

平
成
十
七
年
二
月
一
日

〜
二
月
二
十
八
日
消
印
有
効
（
書
類

は
群
馬
県
育
英
会
で
交
付
）

提
出
先

〒
三
七
一
―
八
五
七
〇

前
橋
市
大
手
町
一
―
一
―
一

群
馬
県
教
育
委
員
会
事
務
局
管
理
課

内
財
団
法
人
群
馬
県
育
英
会

1
０
２
７
―
２
２
３
―
１
１
１
１

内
線
４
５
４
４

入
寮
期
間

二
年

経
費
負
担

入
寮
金
　
五
万
円

寮
費
（
月
額
）
一
万
七
千
円

食
費
（
月
額
）
一
万
六
千
円
程
度

所
在
地

東
京
都
世
田
谷
区
経
堂
四

―
八
―
十
三
　
電
話
〇
三
―
三
四
二

六
―
八
二
三
一
（
新
宿
か
ら
小
田
急

線
千
歳
船
橋
駅
ま
で
約
三
十
分
、
下

車
徒
歩
五
分
）

※
募
集
定
員
が
限
ら
れ
て
い
る
た

め
、
入
寮
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。群

馬
県
点
字
図
書
館
で
は
視
覚
障

音
訳
奉
仕
員
養
成

講
座
受
講
生
募
集

記念誌「片品北小学校のあゆみ」の
購入について

片品北小学校では独立50周年を記念して「片品北
小学校のあゆみ」を作成しました。購入希望の方がい
ましたら次のとおりですのでお申し込みください。

１　記念誌の定価 ３,０００円
２　内　　　 容 ４版総ページ数２００程　教員、

ＰＴＡ、卒業からの思い出、沿
革誌の概要、卒業生名簿、行事
等の記念写真など

３　支　 払　 い 記念誌と引き替えまたは銀行振込
４　配 布 期 日 ３月末
５　申　 込　 み 片品北小学校まで（２月末日まで）

ＴＥＬ ５８－７３０３
ＦＡＸ ５８－７３６７

電話申込み可
【注意】・６区・７区の各世帯に無料配布いたします。

・記念誌への執筆者にはお礼に贈呈いたし
ます。

平
成
十
七
年
度

群
馬
県
育
英
会
学
生
寮

害
を
も
つ
方
に
音
声
に
よ
る
図
書
や

文
書
を
提
供
す
る
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
事
業
を
お
手
伝
い
い
た

だ
く
た
め
、
音
訳
奉
仕
員
養
成
講
座

（
基
礎
編
全
12
回
、
応
用
編
全
９
回
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
受
講
希
望
の

方
は
次
の
講
座
内
容
説
明
会
の
い
ず

れ
か
１
回
に
必
ず
ご
出
席
く
だ
さ

い
。

講
座
内
容
説
明
会

日
程３

月
15
日
（
火
）
・
22
日
（
火
）

午
後
１
時
半
〜
３
時
半

会
場群

馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

４
階
　
４
０
１
会
議
室

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
立
点
字
図
書
館

前
橋
市
新
前
橋
町
１
３
―
１
２

1
０
２
７
―
２
５
５
―
６
５
６
７

※
対
象
＝
県
民
の
方

※
定
員
＝
十
九
名

※
費
用
＝
無
料

※
締
切
＝
二
月
二
十
五
日
（
必
着
）

※
申
込
＝
は
が
き
に
講
習
期
間
、
会

場
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
記
入
の
う
え

〒
３
７
１
―
８
５
７
０

前
橋
市
大
手
町
一
―
一
―

一
群
馬
県
情
報
政
策
課

1
（
０
２
７
―
２
２
６
―

２
３
３
２
）
へ

※
申
込
者
が
定
員
を
上
回
る
場
合
に

は
、
抽
選
の
う
え
受
講
者
を
決
定
し

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
希

望
に
添
え
な
い
場
合
に
も
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン

基
礎
技
能
講
習

※
期
間
＝
三
月
八
日
〜
三
月
十
一
日

（
四
日
間
）

午
前
九
時
〜
正
午

※
会
場
＝
沼
田
市
中
央
公
民
館

沼
田
市
東
倉
内
町
八
二
九

―
一

※
内
容
＝
日
本
語
入
力
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル
の
基
礎

な
ど

第36回
全国ろうあ者冬季体育大会

競技期間　２月18日（金）～２月20日（日）

会　　場　尾瀬戸倉スキー場
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村
に
よ
る
建
設
工
事
の
発
注
や
物

品
の
購
入
等
に
つ
い
て
は
、
原
則
的

に
競
争
入
札
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
入
札
の
参
加
者
は
、
村
に
提
出

さ
れ
る
「
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

書
」
の
審
査
の
結
果
、
適
格
者
と
し

て
名
簿
に
登
載
さ
れ
た
方
の
中
か
ら

指
名
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
十
七
・
十
八
年
度
に
お
い
て

入
札
参
加
の
指
名
を
受
け
た
い
方
は
、

以
下
の
事
項
に
留
意
の
上
、「
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
書
」
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

平
成
十
七
年
三
月
一(

火)

〜
三
月
一
八
日(

金)

午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
五
時

(

土
・
日
曜
日
、
祝
祭
日
は
除
き
ま
す)

受
付
場
所

片
品
村
役
場
総
務
課
窓
口

受
付
方
法

持
参
に
て

申
請
書
類

一
、
様
式

国
土
交
通
省
統
一
様
式

ま
た
は
群
馬
県
様
式

二
、
添
付
書
類

①
建
設
業
許
可
証
明
書

②
経
営
事
項
審
査
結
果
通
知
書

③
工
事
経
歴
書

④
営
業
所
一
覧
表

⑤
納
税
証
明
書

〔
国
税
〕

・
法
人：

法
人
税
、
消
費
税
、
地

方
消
費
税
の
直
前
一
年
分(

納

税
証
明
書
「
そ
の
３
の
３
」)

・
個
人：

所
得
税
、
消
費
税
、
地

方
消
費
税
の
直
前
一
年
分(

納

税
証
明
書
「
そ
の
３
の
２
」)

〔
市
町
村
税
〕

・
法
人：

法
人
市
町
村
民
税
、
固

定
資
産
税
の
直
前
１
年
分

・
個
人：

個
人
市
町
村
民
税
、
固

定
資
産
税
の
直
前
１
年
分

⑥
印
鑑
証
明
書

⑦
建
設
業
退
職
金
共
済
組
合
加
入

証
明
書

※
添
付
書
類
は
、
全
て
写
し
で
可
。

※
⑦
に
つ
い
て
は
、加
入
者
の
み
添
付
。

※
物
品
業
者
に
つ
い
て
は
、
①
、
②
、

⑦
は
添
付
不
要
。

有
効
期
限

平
成
十
七
年
四
月
一
日
〜

平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日

そ
の
他

他
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
総
務
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
片
品
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
申
請
要
領
を
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

片
品
村
公
式
サ
イ
ト

http://w
w
w
.vill.katashina.gu

nm
a.jp/

①
趣
旨

本
村
は
、
尾
瀬
・
丸
沼
・
武
尊
な

ど
の
美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。そ

の
美
し
い
村
を
つ
く
り
あ
げ
て

い
く
こ
と
は
、
村
民
が
心
豊
か
な
毎

日
を
過
ご
し
、
誇
り
を
も
っ
て
こ
の

村
に
住
み
続
け
て
行
く
た
め
に
極
め

て
重
要
な
課
題
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
片
品
村
で
は
、
住

民
・
行
政
が
一
体
と
な
り
村
内
に
残

る
森
林
・
田
園
・
集
落
・
河
川
な
ど

い
つ
ま
で
も
残
し
て
お
き
た
い
大
切

な
「
美
し
く
こ
こ
ろ
よ
い
片
品
」
を

残
す
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

そ
の
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
魅
力

的
な
景
観
、
人
々
の
い
と
な
み
な
ど

を
見
つ
め
直
し
、
人
が
自
然
に
手
を

加
え
て
つ
く
り
上
げ
た
自
然
と
人
の

共
同
作
品
を
写
真
等
で
再
発
見
し
た

い
目
的
で
実
施
い
た
し
ま
す
。

②
内
容

村
内
の
茅
葺
き
の
民
家
・
蔵
・
な

ど
の
集
落
景
観
、
果
樹
園
・
田
畑
な

ど
の
田
園
景
観
、
ブ
ナ
林
・
湿
原
な

ど
の
森
林
景
観
、
河
川
な
ど
の
河
川

景
観
、
お
祭
り
・
人
々
の
生
活
・
花

平
成
十
七
・
十
八
年
度

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

平
成
十
八
年
二
月
に
片
品
村
で
開

催
さ
れ
る
ス
キ
ー
国
体
の
ポ
ス
タ
ー

を
募
集
し
ま
す
。

応
募
規
定

縦
置
き
、
Ａ
３
判
以
下

締
　
切

平
成
十
七
年
四
月
十
一
日

（
当
日
消
印
有
効
）

詳
し
く
は
…
役
場
　
国
体
事
務
局

1
５
８
―
２
１
１
１

第
六
十
一
回
ス
キ
ー
国
体

ポ
ス
タ
ー
原
画
募
集

第
一
回

片
品
村
「
美
し
い
片
品
を
写
真
で
残
し
た
い
」

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品
募
集
に
つ
い
て

国
民
年
金
の
被
保
険
者
で
、
農

業
や
自
営
業
者
、
学
生
な
ど
の

「
第
一
号
被
保
険
者
」
一
三
、
三
〇

〇
円
の
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
の
納
付
に
は
、
口
座
振

替
を
お
勧
め
し
ま
す
。
一
度
手
続

き
す
れ
ば
、
指
定
の
金
融
機
関
の

口
座
か
ら
定
期
的
に
保
険
料
が
引

き
落
と
さ
れ
る
の
で
、
毎
月
納
め

に
行
く
必
要
が
な
く
な
り
、
納
め

忘
れ
も
防
げ
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替

を
希
望
す
る
方
は
①
預
貯
金
通
帳

②
金
融
機
関
届
出
印
③
国
民
年
金

保
険
料
納
付
書
を
持
参
の
う
え
、

金
融
機
関
ま
た
は
社
会
保
険
事
務

所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す

壇
な
ど
様
々
な
景
観
を
撮
影
し
た
カ

ラ
ー
・
モ
ノ
ク
ロ
写
真
（
四
つ
切
り
）

で
、
単
写
真
、
未
発
表
ま
た
は
発
表

予
定
の
な
い
も
の
に
限
り
ま
す
。

（
パ
ソ
コ
ン
の
画
像
出
力
は
可
で
す

が
、
画
像
加
工
は
禁
止
。
パ
ソ
コ
ン

出
力
・
銀
塩
処
理
を
明
記
）。

（
平
成
一
七
年
度
秋
に
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
詳
し
い
こ
と

に
つ
い
て
は
、
後
日
「
広
報
か
た
し

な
」
及
び
片
品
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
予
定
）

＊
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、
片
品

村
役
場
む
ら
づ
く
り
観
光
課
（
1
〇

二
七
八
―
五
八
―
二
一
一
二
）
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。
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第
五
十
七
回
片
品
村
成
人
式
に
出

席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
分

自
身
が
二
十
歳
の
と
き
成
人
式
に
参

加
し
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
そ
の
分

余
計
に
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
会
場
に

向
か
い
ま
し
た
。

式
は
静
か
に
整
然
と
始
ま
り
ま
し

た
。
成
人
さ
れ
た
方
が
お
一
人
ず
つ

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
返
事
を
し
な
が

ら
起
立
す
る
姿
は
ど
な
た
も
背
筋
が

伸
び
堂
々
と
し
て
い
ま
し
た
。
誓
い

の
こ
と
ば
を
述
べ
た
り
、
記
念
品
贈

呈
を
行
っ
た
方
の
あ
い
さ
つ
の
内
容

や
態
度
も
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

会
場
に
い
ら
し
た
家
族
の
方
に

「
立
派
な
式
で
し
た
。」
と
言
う
と
、

「
子
供
達
の
肩
に
は
〝
片
品
村
〞
が

乗
っ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
で
す

か
。」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
片

品
村
で
育
っ
た
と
い
う
誇
り
と
感
謝

の
気
持
ち
が
態
度
に
表
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
の
で
す
。
片
品

村
に
住
む
一
人
と
し
て
、
そ
の
お
母

さ
ん
か
ら
あ
り
が
た
い
お
言
葉
を
い

た
だ
い
た
気
が
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

村
が
子
供
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
の

大
き
な
意
味
を
改
め
て
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

会
場
の
文
化
セ
ン
タ
ー
は
と
て
も

広
い
の
で
来
年
も
多
く
の
人
に
お
出

か
け
い
た
だ
き
、
成
人
さ
れ
る
方
の

晴
れ
の
門
出
を
祝
福
で
き
た
ら
い
い

な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

（
県
教
育
委
員
　
星
野
恵
美
子
）

高
額
療
養
費
の
支
給
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
加
入
者
及
び
老
人
医
療
受
給
者
の
一
ヶ
月
の
医
療

費
の
自
己
負
担
が
高
額
に
な
っ
た
と
き
は
、
村
の
担
当
窓
口
（
保
健

課
）
に
申
請
し
て
認
め
ら
れ
る
と
、
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
分

が
高
額
療
養
費
と
し
て
、
あ
と
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

自
己
負
担
限
度
額
は
、
所
得
に
応
じ
て
異
な
り
ま
す
。
毎
年
、
所

得
の
申
告
は
忘
れ
ず
行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
年
齢
に
よ
っ
て
計
算
の
仕
方
が
異
な
り
ま
す
。

﹇
70
歳
未
満
の
人
の
世
帯
﹈

・
月
の
一
日
か
ら
末
日
ま
で
の
受
診
に
つ
い
て
計
算
し
ま
す
。

・
二
つ
以
上
の
医
療
機
関
に
か
か
っ
た
場
合
は
、
別
々
に
計
算
し
ま

す
。

・
同
じ
医
療
機
関
で
も
歯
科
の
場
合
は
別
々
に
計
算
す
る
。
ま
た
、

外
来
・
入
院
も
別
に
計
算
し
ま
す
。

﹇
70
歳
以
上
の
人
及
び
老
人
医
療
受
給
者
﹈

・
月
の
一
日
か
ら
末
日
ま
で
の
受
診
に
つ
い
て
計
算
し
ま
す
。

・
外
来
は
個
人
単
位
で
ま
と
め
ま
す
が
、
入
院
を
含
む
自
己
負
担
限

度
額
は
世
帯
単
位
で
合
算
し
ま
す
。

・
病
院
、
診
療
所
、
歯
科
の
区
別
は
な
く
、
少
額
の
自
己
負
担
分
、

調
剤
薬
局
の
自
己
負
担
分
も
含
め
て
合
算
し
ま
す
。

ど
ち
ら
の
場
合
も
入
院
時
の
食
事
代
や
保
険
の
き
か
な
い
差
額
ベ

ッ
ト
代
な
ど
は
合
算
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

﹇
申
請
の
際
に
用
意
す
る
も
の
﹈

被
保
険
者
証
、
老
人
受
給
者
証
、（
受
給
者
の
み
）
・
印
鑑
・
医

療
費
の
領
収
書
等

詳
し
い
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
保
健
課
国
保
係
ま
で
お
願
い
し
ま

す
。

国保だより�国保だより�

国
保
だ
よ
り�

国
保
だ
よ
り�

「
再
就
職
希
望
登
録
者

支
援
事
業
」

に
登
録
し
ま
せ
ん
か
？

成
人
式
に
感
動

（
1
０
２
７
・
２
２
３
・
２
０

２
３
）
ま
で

育
児
・
介
護
等
に
よ
り
、
将
来
、

働
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
に
再

就
職
を
希
望
す
る
方
々
に
円
滑
な

「
再
就
職
の
準
備
」
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

☆
対
象
者

妊
娠
、
出
産
、
育
児
又
は
介
護

を
理
由
と
し
て
退
職
し
、
再
就

職
を
希
望
す
る
方

（
た
だ
し
、
退
職
前
に
雇
用
保

険
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た
方
）

☆
登
録
し
た
方
へ
の
支
援
内
容

・
再
就
職
準
備
の
た
め
の
セ
ミ
ナ

ー
へ
の
参
加

・
再
就
職
の
準
備
に
役
立
つ
情
報

誌
「R

e

・B
e

」（
リ
・
ビ
ー
）

や
事
務
所
通
信
「
み
や
ま
」
の

送
付

・
再
就
職
の
準
備
に
つ
い
て
の

「
個
別
相
談
」

☆
登
録
を
ご
希
望
の
方
に
は
、
登

録
票
を
送
付
し
ま
す
の
で
ご
記

入
の
う
え
申
請
し
て
く
だ
さ
い

（
登
録
は
無
料
・
随
時
受
け
付

け
）

☆
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

は
、（
財
）
21
世
紀
職
業
財
団

群
馬
事
務
所

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン

事
例
集
を
差
し
上
げ
ま
す
！

群
馬
女
性
の
活
躍
推
進
協
議
会

（
事
務
局
　
群
馬
労
働
局
）
で
は
、

そ
の
取
組
活
動
の
一
環
と
し
て
、
県

内
企
業
（
十
二
）
の
協
力
を
得
て
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
（
女
性

が
職
場
お
い
て
そ
の
能
力
を
十
分
に

発
揮
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
積
極
的
取
組
）
に
取
り
組
ん

で
い
る
企
業
の
事
例
等
を
ま
と
め
た

事
例
集
を
作
成
し
ま
し
た
。

事
例
集
を
希
望
さ
れ
る
方
に
は
、

郵
送
し
ま
す
の
で
、
雇
用
均
等
室
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

群
馬
県
労
働
局
雇
用
均
等
室

〒
３
７
１
―
８
５
６
７

前
橋
市
大
渡
町
一
―
一
〇
―
七

群
馬
県
公
社
総
合
ビ
ル
９
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　

０
２
７
―
２
１
０
―
５
０
０
９

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
２
７
―
２
１
０
―
５
１
０
４
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●開催日時 ： Ｈ17．２．26（土） 午前10時集合
●集合場所 ： 花の駅・片品　「花咲の湯」 駐車場
●日程予定 ： 10：00 集合・オリエンテーション

10：30 出発
ブナ林や雪原をゆっくりと歩きます（途中で昼食）

15：00 花咲の湯へ戻り解散（天候等により前後することがあります）
（解散後は入浴等、ご自由にお過ごしください。）

●参加料金 ： 3,000円（参加当日ご用意ください。）
（スノーシューレンタル料、ガイド料、温泉入浴料、保険料を含む）

●別途必要な費用 ： リフト料金（1,000円程度）
●その他の事項 ： 昼食、飲み物等は各自でご用意ください。

● スノーシューって何？ ●
スノーシューとは雪の上を快適に歩くために作られた道具です。これをブーツの下に着けることで、新

雪の上でも足が埋もれずに雪上ハイキングを楽しむことができます。
● 服装は？ ●
雪山の天候は変わりやすいので、セーターや羽毛など軽くて暖かな衣類と上下の雨具またはパーカー等

を適宜着用します。帽子は耳の覆えるもの、手袋、サングラスなども必需です。
靴は冬用の長靴等でＯＫです。
● 参加のお申込みは… ●
２／22（火）までに、お電話又はＥメールで下記の内容をご連絡ください。
①お名前　②性別　③年齢　④住所　⑤電話番号　

＝お問い合せ・お申し込み＝
花の駅・片品「花咲の湯」
ｔｅｌ：０２７８－２０－７１１１
ｆａｘ：０２７８－５８－４４３３
E-mail：hana-spa@xp.wind.jp

真っ白な雪原とブナ林を歩こう！�

スノーシュー体験 参加者募集！！�スノーシュー体験 参加者募集！！�スノーシュー体験 参加者募集！！�

開催日：17.2.26（土）�

真っ白な雪原とブナ林を歩こう！�

スノーシュー体験 参加者募集！！�スノーシュー体験 参加者募集！！�スノーシュー体験 参加者募集！！�

開催日：17.2.26（土）�

最
近
、
急
増
し
て
い
る
「
オ
レ
オ

レ
詐
欺
」
や
「
架
空
請
求
詐
欺
」

「
融
資
保
証
金
詐
欺
」
を
総
称
し
て

「
振
り
込
め
詐
欺
」
と
し
ま
し
た
。

新
た
な
手
口
と
し
て
、
事
前
に

「
携
帯
番
号
が
変
わ
っ
た
」
と
連
絡

し
た
後
、「
現
金
を
振
り
込
ん
で
欲

し
い
」
と
い
う
犯
行
が
、
沼
田
警
察

署
管
内
で
も
発
生
し
た
り
、
簡
易
裁

判
所
の
支
払
い
督
促
を
悪
用
し
た
犯

行
が
発
生
す
る
な
ど
、
犯
人
側
も

様
々
な
騙
し
の
手
口
を
考
え
て
い
ま

す
。不

審
な
電
話
に
対
し
て
は
、

○
自
分
か
ら
肉
親
の
名
前
を
言
わ
な

い
で
、
相
手
に
言
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

○
電
話
を
切
っ
た
後
、
本
人
や
身
内

に
連
絡
し
て
事
実
を
必
ず
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

○
振
り
込
み
は
そ
の
日
に
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

警
察
で
は
、「
振
り
込
め
詐
欺
」
被

害
防
止
対
策
を
強
力
に
推
進
し
て
い

ま
す
の
で
、
お
か
し
い
な
と
感
じ
た

ら
、
沼
田
警
察
署
「
1
２
２
―
０
１

１
０
」
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

�����������������������������������������

「
振
り
込
め
詐
欺
に
ご
用
心
」

図書室だよ
り�

読んでみませんか

「いつか君と結ばれるだろう」そう信
じなければ、生きてゆけなかった・・・
環境に翻弄され、夢も愛も貫けない兄・
チャニョクと自らの恋の炎に焼かれなが
ら、家族への愛を全うする弟・チャヌ、
長い年月を経て、彼らの行き先にあるも

のは果たして・・・韓国ドラマの最高傑
作一大ロマンスの小説化。
他にも韓国ドラマノベライズ本・『冬

のソナタ』上下、『秋の童話』、『美しき
日々』上下、冬のソナタ・続編の書き下
ろし本・『もうひとつの冬のソナタ』も
いかがでしょうか。

＊火～金曜日午後1時̃5時開室
＊■はお休みです。
＊□はみやま号巡回日です。

図書室カレンダー
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将来どんな人になってほしいですか

くん（H16．２．５生）

倉田　博・恵美子さん（東小川）のお子さん

命名

和弥まずは画数から考
えて見ました。そし
ていくつかの候補の
中から画数も良く響
きも意味的にも平和
が行きわたる和弥と
いう名を付けました。

いつでも健康でそ
して名前のごとく
「輪をつくろい」誰
からも親しまれる優
しく強い人になって
ほしいと思います。

かず や

将来どんな人になってほしいですか

ちゃん（H16．２．２生）

須藤忠晴・麻裕美さん（東小川）のお子さん

命名

乙女女の子だと知った
時に“これ以上女の
子らしい名前は無
い！！”と思い「乙女」
と名付けました。女
らしく可愛らしく、
しかも女故の芯の強
さを兼ねた名前、そ
して響きの良い名前
を考えました。

人の痛みのわかる
心の美しい人に育っ
て欲しいです。自分
の“力”そしてみんな
の“力”を借りて幸せ
になってもらいたい。

おと め

将来どんな人になってほしいですか

ちゃん（H16．２．５生）

田邊明宏・明美さん（土出）のお子さん

命名

妃那
お姉ちゃんが二文
字の名前だったの
で、二文字で女の子
らしいかわいい名前
を考えていた所「ヒ
ナ」という名前が候
補にあがり、画数を
調べて良かったの
で、「妃那」と名付
けました。

明るく優しく誰か
らも好かれる人に、
そして物事をすぐに
諦めたりしないねば
り強い人になって下
さい。元気で健康に
すくすく育って下さい。

ひ　な

将来どんな人になってほしいですか

ちゃん（H16．２．11生）

星野茂雄・直子さん（下平）のお子さん

命名

英里いくつか候補をあ
げた中から響き、呼
びやすさ、画数、漢
字などから決めまし
た。

丈夫で女の子らし
く、思いやりのある
明るい人になってほ
しいです。
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２月11日（金）沼田脳神経外科
12日（土）内田病院
13日（日）国立沼田病院
19日（土）利根中央病院
20日（日）内田病院
26日（土）国立沼田病院

27日（日）沼田脳神経外科
３月５日（土）利根中央病院

６日（日）月夜野病院
12日（土）内田病院
13日（日）国立沼田病院

◆休日の病院◆
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国民健康保険税　 第11期

納期は２月28日（月）です
今月の�
  納期は�
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■父：新太郎さん　母：トシ子さん
■職業は何ですか：会社員（尾瀬林業株式会社）
■趣味は何ですか：釣り、フットサル
■片品をどう思いますか？、又、どうしたいですか
：夏は涼しく、冬はウインタースポーツができ、すば
らしい場所だと思います。もっと宣伝すれば、お客
さんが来るような気がします。

■好きな異性のタイプ：元気な明るい子
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